
 

会 場 天理教人舞分教会 

住 所 清水町北１条６丁目１ 

   （フクハラ清水店の隣です） 

電 話 0156-62-2242 

 

会 場 天理教帯廣分教会 

住 所 帯広市東 5 条南 18 丁目 1-2 

   （帯広イーストモール店の近くです） 

電 話 0155-23-4363 

プログラム  おつとめ 

       諭達拝読 

       ビデオメッセージ 

      自主プログラム 

      お楽しみ抽選会 
 
参加御供  300 円 

      （中学生以下は不要） 
 
※両会場ともに託児ございます 

■自主プログラムテーマ 「伝える」 

講師 渡辺道治先生 

※詳細はオモテ面をご覧ください 

■ お車でお越しの際は、駐車場の都合上、 

  なるべくお乗り合わせのうえご来場ください。 

■ 諭達第四号をお持ちの方はご持参ください。 

■ 参加カードをご持参ください。※会場に予備有り 

■ 参加御供は釣り銭のないようお願いいたします。 

・第 5 回 十勝支部 

ようぼく 

/一斉活動日 
 

受付 9:00～ 開始 9:30 

所要時間  約 2 時間 

11 3 (月・祝) 

受付 13:00～ 開始 13:30 

所要時間  約 2 時間 

11 2 (日) 

いよいよ教祖 140 年祭も目前。三年千日活動も大詰めとなって

まいりました。「ようぼく一斉活動日」も今回で最後となる 5 回目

を数えます。その締めくくりの今回、私たちは、テーマに「伝える」を

選定いたしました。諭達第四号の冒頭には、 

 

教祖は、月日のやしろとして、親神様の思召をお説き下され、

つとめを教えられるとともに、御自ら、ひながたの道をお示し下

された。 
 

とあります。教祖は 50 年のひながたを通して、私たち人間に陽気

ぐらしへの道を「伝えて」くださいました。 

また諭達第四号の結びには、 

 

教祖お一人から始まったこの道を、先人はひながたを心の頼り

として懸命に通り、私たちへとつないで下さった。 

その信仰を受け継ぎ、親から子、子から孫へと引き継いでいく

一歩一歩の積み重ねが、末代へと続く道となるのである。 

 

とあります。教祖お一人から始まり、先人が後世へ「伝え」、こん

どは私たちが「伝える」側へと成人していく姿が示されています。 

講師の渡辺道治先生は、まさに「伝える」のプロフェショナル。目

の前の子供たちにいかに伝えるか、そのことに心血を注がれてきま

した。そして、その根っこには、天理教の信仰があります。伝える。

この旬に、深く、熱く、楽しく、ともに学んでいきたいと思います。 
 

 

下記のうち、ご都合の良いほうにご参加ください。 


